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自由記載欄に寄せられた主な意見 

 

 

 

 

・後発医薬品メーカーへの信頼性の向上 

・大学病院、基幹病院での後発医薬品での積極的採用 

・後発医薬品メーカーによる安定供給の確保 

・後発医薬品メーカーによる積極的情報提供体制の整備 

・先発医薬品と後発医薬品の適応症の同一性 

・先発医薬品と後発医薬品の薬価の統一 

・後発医薬品に対する患者の理解 

・処方する医師への積極的な教育 

 

 

 

 

・後発医薬品への変更可能システムの周知 

・小包装単位後発医薬品の供給確保 

・後発医薬品メーカーによる安定供給の確保 

・後発医薬品メーカーによる積極的情報提供体制の整備 

・先発医薬品と後発医薬品の適応症の同一性 

・後発医薬品備蓄増に伴う在庫管理と不良在庫増への対応 

・近隣医療機関での後発医薬品の積極的使用 

・患者に対する説明時間の確保 

・医師への処方変更連絡による負担増 

・第三者機関による後発医薬品の品質チェックとその公表 

・後発医薬品の溶出試験以外の血中濃度の測定と公表 

・処方せんへの成分名記載の推進 

・薬剤師による後発医薬品切り替えに取り組む意義の徹底 

・誇大なテレビコマーシャルの改善 

・後発医薬品メーカーに対する信頼度の向上 

 

 

 

医療機関（病院・診療所） 

薬局（保険薬局） 
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・先発医薬品から後発医薬品変更への無知 

・後発医薬品の品質に対する不安 

・患者サイドから後発医薬品を申し出やすい環境づくり 

・医師、薬剤師からの積極的な説明 

・先発医薬品と後発医薬品との効果の同一性の説明 

・先発医薬品への信頼 

・先発医薬品との相違（副作用、効能）についての説明 

・後発医薬品メーカーの副作用への適切な対応 

・相談窓口の設置 

・後発医薬品使用による治療費の減額 

・後発医薬品による副作用情報の提供 

・医師、薬剤師等医療現場での積極的な説明 

・テレビコマーシャルによる積極的な広報の実施 

・後発医薬品の安全性の確保 

・医師による後発医薬品の積極的処方 

  

 

 

 

平成２２年度協議事項（案） 

 

・後発医薬品の正しい理解を進めるための普及啓発 

（啓発資材の作成、研修会の開催等） 

・関係機関・団体での自主的な取り組み 

（医療機関、薬局、保険者、消費者団体、医薬品メーカー等） 

県民 


